平成30年7月豪雨　高知地区現地調査速報会　開催のご案内

平成30年7月豪雨災害では、西日本一帯で住宅地の浸水や土砂災害による被災が生じました。この災害により、お亡くなりになられた方々に心から哀悼の意を表し、不自由な避難生活をされている皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。（公社）土木学会四国支部では、発災直後から緊急災害調査団を結成し、（公社）地盤工学会四国支部と協働しながら高知県内を対象とした被災地の現地調査を実施しています。現地調査の速報会を下記のとおり開催いたしますので、ふるってご参加ください。

記
●日　時：平成30年9月6日（木）　13:30～16:00
●場　所：高知大学朝倉キャンパス　メディアの森 6階　メディアホール
（高知県高知市曙町２−５−１）
●主　催：（公社）土木学会四国支部、高知県地盤工学研究会、
（公社）高知県土木施工管理技士会
●後　援：高知大学防災推進センター
●定　員：100名（定員に達し次第 申込みを締め切りますのでご了承下さい）
●参加費：無料（お車でお越しの場合は駐車料金が必要となります。）
[image: ]●参加申込み：別紙「平成30年7月豪雨　高知地区現地調査速報会」申込書にご記入の上、　　　　土木学会四国支部事務局へお申し込み下さい。定員数に達した後にお申込みをいただいた場合のみ、お断りの連絡をいたします。
●土木学会認定ＣＰＤプログラム：2.3単位
●プログラム
13:30～13:35	開会挨拶
原　忠　（高知大学教授 防災推進センター 副センター長）
13:35～13:40	現地調査の概要
原　忠　（高知大学教授 防災推進センター 副センター長）
13:40～14:10	河川氾濫による被害と要因
張　浩　（高知大学 防災推進センター准教授）
片岡寛志　（（株）第一コンサルタンツ 設計一部河川砂防課）
14:10～14:40	斜面災害と発生要因の分析
中島　昇　（（株）地研 事業部係長）
吉岡　恵　（構営技術コンサルタント（株） 技術1部技術1課 課長）
14:40～14:50	高知道立川橋の被災と要因
原　忠　（高知大学教授 防災推進センター 副センター長）
14:50～15:00　 　　　　（　休　　憩　）
[bookmark: _GoBack]15:00～15:30	避難行動の実態と分析
坂本　淳　（高知大学 防災推進センター講師）
松本洋一　（（株）第一コンサルタンツ 取締役設計部長）
15:30～15:40	豪雨被害の実態　～学生の目線から～
西村大輝（高知大学大学院 総合人間自然科学研究科）
15:40～16:00	質疑応答
16:00	　　　　閉会

（ 別　紙 ）

＜申込方法＞
参加ご希望の方は、参加申込書に所定事項を明記の上、お申し込みください。
定員に達し次第、申込みを締め切りますのでご了承ください。
お断りする場合のみご連絡をさせていただきます。
　　　　　
＜申込先＞
　公益社団法人土木学会四国支部 事務局 
〒760-0066 高松市福岡町3-11-22　建設クリエイトビル
TEL：087-851-3315／FAX：087-851-3313／E-mail：office@jsce7.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土木学会四国支部事務局　宛
FAX：087-851-3313 ／ E-mail：office@jsce7.jp

「平成30年7月豪雨　高知地区現地調査速報会」参加申込書
	連絡先
	連絡者
	

	
	勤務先
	

	
	住　所
	（〒　　　　－　　　　　　）



	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	

	参加者氏名
	

	
	

	
	

	
	

	
	




image1.emf


•½�¬


30


”N


7


ŒŽ�‹‰J


 


�‚’m’n‹æŒ»’n’²�¸‘¬•ñ‰ï


 


ŠJ�Ã‚Ì‚²ˆÄ“à


 


 


•½�¬


30


”N


7


ŒŽ�‹‰J�ÐŠQ‚Å‚Í�A�¼“ú–{ˆê‘Ñ‚Å�Z‘î’n‚Ì�Z�…‚â“y�»�ÐŠQ‚É‚æ‚é”í�Ð‚ª�¶‚¶‚Ü‚µ‚½�B‚±‚Ì�Ð


ŠQ‚É‚æ‚è�A‚¨–S‚­‚È‚è‚É‚È‚ç‚ê‚½•û�X‚É�S‚©‚çˆ£“‰‚ÌˆÓ‚ð•\‚µ�A•sŽ©—R‚È”ð“ï�¶Šˆ‚ð‚³‚ê‚Ä‚¢‚éŠF—l‚É’�


�S‚æ‚è‚¨Œ©•‘‚¢�\‚µ�ã‚°‚Ü‚·�B�iŒöŽÐ�j“y–ØŠw‰ïŽl�‘Žx•”‚Å‚Í�A”­�Ð’¼Œã‚©‚ç‹Ù‹}�ÐŠQ’²�¸’c‚ðŒ‹�¬‚µ�A


�iŒöŽÐ�j’n”Õ�HŠw‰ïŽl�‘Žx•”‚Æ‹¦“­‚µ‚È‚ª‚ç�‚’mŒ§“à‚ð‘Î�Û‚Æ‚µ‚½”í�Ð’n‚ÌŒ»’n’²�¸‚ðŽÀŽ{‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·�B


Œ»’n’²�¸‚Ì‘¬•ñ‰ï‚ð‰º‹L‚Ì‚Æ‚¨‚èŠJ�Ã‚¢‚½‚µ‚Ü‚·‚Ì‚Å�A‚Ó‚é‚Á‚Ä‚²ŽQ‰Á‚­‚¾‚³‚¢�B


 


 


‹L


 


�œ


“ú


 


Žž�F•½�¬


30


”N


9


ŒŽ


6


“ú�i–Ø�j


 


13:30


�`


16:00


 


�œ


�ê


 


�Š


�F�‚’m‘åŠw’©‘qƒLƒƒƒ“ƒpƒX


 


ƒ�ƒfƒBƒA‚Ì�X


 


6


ŠK


 


ƒ�ƒfƒBƒAƒz�[ƒ‹


 


�i


�‚’mŒ§�‚’mŽs�Œ’¬‚Q


-


‚T


-


‚P


�j


 


�œ


Žå


 


�Ã�F�iŒöŽÐ�j“y–ØŠw‰ïŽl�‘Žx•”�A�‚’mŒ§’n”Õ�HŠwŒ¤‹†‰ï�A


 


�iŒöŽÐ�j�‚’mŒ§“y–ØŽ{�HŠÇ—�‹ZŽm‰ï


 


�œ


Œã


 


‰‡�F�‚’m‘åŠw


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[


 


�œ


’è


 


ˆõ�F


100


–¼


�i’èˆõ‚É’B‚µŽŸ‘æ


 


�\�ž‚Ý‚ð’÷‚ß�Ø‚è‚Ü‚·‚Ì‚Å‚²—¹�³‰º‚³‚¢�j


 


�œ


ŽQ‰Á”ï�F–³—¿


�i‚¨ŽÔ‚Å‚¨‰z‚µ‚Ì�ê�‡‚Í


’“ŽÔ—¿‹à‚ª•K—v‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�B


�j


 


�œ


ŽQ‰Á�\�ž‚Ý�F•ÊŽ†�u•½�¬


30


”N


7


ŒŽ�‹‰J


 


�‚’m’n‹æŒ»’n’²�¸‘¬•ñ‰ï�v�\�ž�‘‚É‚²‹L“ü‚Ì�ã


�A


    


“y–ØŠw‰ïŽl�‘Žx•”Ž––±‹Ç‚Ö‚¨�\‚µ�ž‚Ý‰º‚³‚¢


�B


’èˆõ�”‚É’B‚µ‚½Œã‚É‚¨�\�ž‚Ý‚ð


‚¢‚½‚¾‚¢‚½�ê�‡‚Ì‚Ý


�A


‚¨’f‚è‚Ì˜A—�‚ð


‚¢‚½‚µ‚Ü‚·


�B


 


�œ


“y–ØŠw‰ï”F’è


‚b‚o‚c


ƒvƒ�ƒOƒ‰ƒ€


�F


2.3


’PˆÊ


 


�œ


ƒvƒ�ƒOƒ‰ƒ€


 


13:30


�`


13:35


 


ŠJ‰ïˆ¥ŽA


 


Œ´


 


’‰


 


�i�‚’m‘åŠw‹³Žö


 


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[


 


•›ƒZƒ“ƒ^�[’·�j


 


13:35


�`


1


3:40


 


Œ»’n’²�¸‚ÌŠT—v


 


Œ´


 


’‰


 


�i�‚’m‘åŠw‹³Žö


 


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[


 


•›ƒZƒ“ƒ^�[’·�j


 


13:40


�`


14:10


 


‰Í�ì”Ã—”‚É‚æ‚é”íŠQ‚Æ—vˆö


 


’£


 


�_


 


�i�‚’m‘åŠw


 


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[�y‹³Žö�j


 


•Ð‰ªŠ°Žu


 


�i


�iŠ”�j


‘æˆêƒRƒ“ƒTƒ‹ƒ^ƒ“ƒc


 


�ÝŒvˆê•”‰Í�ì�»–h‰Û�j


 


14:10


�`


14:


4


0


 


ŽÎ–Ê�ÐŠQ‚Æ”­�¶—vˆö‚Ì•ª�Í


 


’†“‡


 


�¸


 


�i�iŠ”�j’nŒ¤


 


Ž–‹Æ•”ŒW’·�j


 


‹g‰ª


 


Œb


 


�i�\‰c‹Z�pƒRƒ“ƒTƒ‹ƒ^ƒ“ƒg�iŠ”�j


 


‹Z�p


1


•”‹Z�p


1


‰Û


 


‰Û’·�j


 


14:40


�`


14:


5


0


 


�‚’m“¹—§�ì‹´‚Ì”í�Ð‚Æ—vˆö


 


Œ´


 


’‰


 


�i�‚’m‘åŠw‹³Žö


 


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[


 


•›ƒZƒ“ƒ^�[’·�j


 


14:50


�`


15:00


 


 


    


�i


 


‹x


  


Œe


 


�j


 


15:00


�`


15:


3


0


 


”ð“ï


�s“®‚ÌŽÀ‘Ô‚Æ•ª�Í


 


�â–{


 


�~


 


�i�‚’m‘åŠw


 


–h�Ð�„�iƒZƒ“ƒ^�[�uŽt�j


 


�¼–{—mˆê


 


�i�iŠ”�j‘æˆêƒRƒ“ƒTƒ‹ƒ^ƒ“ƒc


 


Žæ’÷–ð�ÝŒv•”’·�j


 


15:30


�`


1


5


:


4


0


 


�‹‰J”íŠQ‚ÌŽÀ‘Ô


 


�`Šw�¶‚Ì–Ú�ü‚©‚ç�`


 


�¼‘º‘å‹P�i�‚’m‘åŠw‘åŠw‰@


 


‘��‡�lŠÔŽ©‘R‰ÈŠwŒ¤‹†‰È�j


 


15:40


�`


1


6


:


0


0


 


Ž¿‹^‰ž“š


 


16:00


 


    


•Â‰ï


 




平成 30 年 7 月豪雨   高知地区現地調査速報会   開催のご案内     平成 30 年 7 月豪雨災害では、西日本一帯で住宅地の浸水や土砂災害による被災が生じました。この災 害により、お亡くなりになられた方々に心から哀悼の意を表し、不自由な避難生活をされている皆様に衷 心よりお見舞い申し上げます。（公社）土木学会四国支部では、発災直後から緊急災害調査団を結成し、 （公社）地盤工学会四国支部と協働しながら高知県内を対象とした被災地の現地調査を実施しています。 現地調査の速報会を下記のとおり開催いたしますので、ふるってご参加ください。     記   ● 日   時：平成 30 年 9 月 6 日（木）   13:30 ～ 16:00   ● 場   所 ：高知大学朝倉キャンパス   メディアの森   6 階   メディアホール   （ 高知県高知市曙町２ - ５ - １ ）   ● 主   催：（公社）土木学会四国支部、高知県地盤工学研究会、   （公社）高知県土木施工管理技士会   ● 後   援：高知大学 防災推進センター   ● 定   員： 100 名 （定員に達し次第   申込みを締め切りますのでご了承下さい）   ● 参加費：無料 （お車でお越しの場合は 駐車料金が必要となります。 ）   ● 参加申込み：別紙「平成 30 年 7 月豪雨   高知地区現地調査速報会」申込書にご記入の上 、      土木学会四国支部事務局へお申し込み下さい 。 定員数に達した後にお申込みを いただいた場合のみ 、 お断りの連絡を いたします 。   ● 土木学会認定 ＣＰＤ プログラム ： 2.3 単位   ● プログラム   13:30 ～ 13:35   開会挨拶   原   忠   （高知大学教授   防災推進センター   副センター長）   13:35 ～ 1 3:40   現地調査の概要   原   忠   （高知大学教授   防災推進センター   副センター長）   13:40 ～ 14:10   河川氾濫による被害と要因   張   浩   （高知大学   防災推進センター准教授）   片岡寛志   （ （株） 第一コンサルタンツ   設計一部河川砂防課）   14:10 ～ 14: 4 0   斜面災害と発生要因の分析   中島   昇   （（株）地研   事業部係長）   吉岡   恵   （構営技術コンサルタント（株）   技術 1 部技術 1 課   課長）   14:40 ～ 14: 5 0   高知道立川橋の被災と要因   原   忠   （高知大学教授   防災推進センター   副センター長）   14:50 ～ 15:00          （   休    憩   ）   15:00 ～ 15: 3 0   避難 行動の実態と分析   坂本   淳   （高知大学   防災推進センター講師）   松本洋一   （（株）第一コンサルタンツ   取締役設計部長）   15:30 ～ 1 5 : 4 0   豪雨被害の実態   ～学生の目線から～   西村大輝（高知大学大学院   総合人間自然科学研究科）   15:40 ～ 1 6 : 0 0   質疑応答   16:00        閉会  

